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過去二十数年、外国人が日本語で文学を創作することがよく見られるようになっている。

たとえば、リービ英雄、デビッド・ゾペティ、アーサー・ビナード、ボヤンヒシグ、田原、

シリン・ネザマフィ、楊逸など。これらの作家にとって日本語は第二、第三、あるいは第

四言語だ。必ずしも使い慣れているとは限らない日本語を選んで文学を創作することは、

日本人読者に伝えるメッセージがあるからだろうと思う。 
 本発表は、まず外国人の日本語文学の歴史を概観する。それから近年の作品群にこめら

れたメッセージを、言語、社会、文化などの側面から検討する。さらに多言語作家たちの

日本語文学は、今日の日本文化にどのように寄与しているかを考える。 


